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１

　今号の話題

　○湖水開きで無事故を祈願

　　観光シーズン幕あけ

　○６月にＳＯＲＡＯＮ開催

　　空港開港 100 年を記念して

　○美笛キャンプ場が利用開始へ

　　２５日から受け付け

　

支
笏
湖
地
域
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
始

ま
り
を
告
げ
る
恒
例
の
行
事
、
湖
水
開

き
が
４
月
13
日
、
千
歳
市
支
笏
湖
温
泉

の
園
地
内
に
あ
る
支
笏
湖
神
社
で
開
か

れ
ま
し
た
。
地
元
で
観
光
に
携
わ
る
関

係
者
ら
約
90
人
が
出
席
し
、
千
客
万
来

と
無
事
故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

国
立
公
園
支
笏
湖
運
営
協
議
会
（
事

務
局
・
観
光
連
盟
）
の
主
催
。
祭
壇
の

設
け
ら
れ
た
支
笏
湖
神
社
で
、
神
職

が
祝
詞
を
奏
上
し
て
無
事
故
・
無
災
害

を
祈
願
。
関
係
者
が
祭
壇
に
玉
ぐ
し
を

さ
さ
げ
て
、
地
域
の
平
穏
と
振
興
を
願

い
ま
し
た
。
祭
壇
近
く
に
は
大
き
な
鍵

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
、
観
光

シ
ー
ズ
ン
の
扉
を
開
い
て
、
多
く
の
行

楽
客
を
呼
び
た
い
関
係
者
の
思
い
を
象

徴
し
て
い
ま
し
た
。

　

支
笏
湖
で
は
大
型
連
休
時
期
は
季
節

柄
、
浜
辺
付
近
は
穏
や
か
で
も
す
こ
し

沖
に
出
る
と
波
が
高
く
な
り
、
非
動
力

船
で
は
岸
に
戻
れ
な
く
な
る
な
ど
の
危

険
が
あ
り
ま
す
。
過
去
に
は
こ
の
時
期

に
、
痛
ま
し
い
水
難
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

支
笏
湖
で
は
独
自
に
、
非
動
力
船
利

用
時
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
、
遊

覧
船
の
航
路
に
入
ら
な
い
、
人
が
集
ま

る
場
所
で
の
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
は

控
え
る
、
ペ
ッ
ト
の
リ
ー
ド
は
常
に
付

け
て
お
く
、
と
い
っ
た
決
ま
り
事
を
盛

り
込
ん
だ
「
支
笏
湖
ル
ー
ル
」
を
定
め

て
い
ま
す
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
目
を
通
し
た
上

で
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
を
お
守
り
い
た
だ

き
、支
笏
湖
の
豊
か
な
自
然
を
安
全
に
、

思
う
存
分
満
喫
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

支
笏
湖
に
観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来

　

湖
水
開
き
に
関
係
者
約
90
人

無
事
故
・
無
災
害
、
千
客
万
来
祈
願

　安全と観光振興を祈願した湖水開き

祭壇近くには観光シーズンの扉を

開く鍵も用意されました
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市
の
空
港
開
港
１
０
０
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
Ｓ

Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｏ
Ｎ
２
０
２
５
」
が
６
月
21

日
日
本
航
空
大
学
校
北
海
道
新
千
歳
空

港
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

す
。12
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出
演
し
、

音
楽
と
グ
ル
メ
、
イ
ベ
ン
ト
で
節
目
の

年
を
前
に
千
歳
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｏ
Ｎ
実
行
委
員
会
、
千
歳

商
工
会
議
所
青
年
部
主
催
。
千
歳
市
と

千
歳
市
空
港
開
港
１
０
０
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
の
後
援
。
例
年
は
新
十
津

川
町
で
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
を
、

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
千
歳
で
開
催

し
ま
す
。

　

当
日
は
、
北
海
道
を
拠
点
に
活
動
す

る
ア
イ
ド
ル
、
タ
イ
ト
ル
未
定
が
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
ア
ク
ト
を
務
め
る
ほ
か
、
氣

志
團
、
ラ
ブ
サ
イ
ケ
デ
リ
コ
、
梅
田
サ

イ
フ
ァ
ー
、
米
良
美
一
さ
ん
と
井
上
あ

ず
み
さ
ん
に
よ
る
ジ
ブ
リ
ソ
ン
グ
・
ス

ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
、
Ｄ
ｅ
ｆ　

Ｔ

ｅ
ｃ
ｈ
、
リ
ア
ル
ピ
ー
ス
、
日
向
坂

46
四
期
生
、
オ
レ
ン
ジ
レ
ン
ジ
、
落
語

家
の
月
亭
方
正
さ
ん
、
ス
タ
ー
ダ
ス
ト

☆
レ
ビ
ュ
ー
、
Ｐ
Ｕ
Ｆ
Ｆ
Ｙ
な
ど
の
出

演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
に
は
多
数
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

出
店
。
雑
貨
販
売
や
ヨ
ガ
、
ボ
テ
ィ
ケ

ア
の
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、
特
大
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
や
コ
ド
モ
縁
日
と
い
っ
た
子
ど

も
向
け
コ
ー
ナ
ー
も
。
苫
小
牧
を
拠
点

と
す
る
プ
ロ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム

「
レ
ッ
ド
イ
ー
グ
ル
ス
北
海
道
」
に
よ

る
シ
ュ
ー
ト
体
験
ブ
ー
ス
、
移
動
本
屋

「
ザ
・
ブ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
」な
ど
も
あ
り
、

多
世
代
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
前
売
り
入
場
券

６
７
０
０
円
。
大
人
２
枚
の
ペ
ア
入
場

券
は
１
万
１
０
０
０
円
。
市
内
在
住
の

大
人
に
向
け
た
「
市
民
専
用
入
場
券
」

は
３
０
０
０
円
（
２
０
０
０
枚
限
定
、

４
月
30
日
ま
で
販
売
）。
大
学
生
、
専

門
学
校
生
以
下
は
無
料
。
こ
の
ほ
か
泉

沢
自
然
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
宿
泊
チ
ケ
ッ

ト
な
ど
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）

は
千
歳
市
が
２
０
２
６
年

10
月
に
空
港
開
港
１
０
０

年
の
節
目
を
迎
え
る
の
を

前
に
、
空
港
と
空
港
の
あ

る
ま
ち
を
舞
台
に
謎
解
き

を
楽
し
む
ゲ
ー
ム
キ
ッ

ト
「
北
海
道
謎
解
き
空
旅
」

第
１
弾
を
発
売
し
ま
し

た
。
第
１
弾
は
千
歳
を
舞

台
に
、
千
歳
出
身
の
主
人

公
が
帰
郷
し
た
先
で
さ
ま

ざ
ま
な
謎
解
き
を
繰
り
広

げ
る
内
容
で
す
。

音
楽
と
グ
ル
メ
で
１
０
０
周
年
盛
り
上
げ

Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｏ
Ｎ
２
０
２
５
　
12
組
出
演

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
、
グ
ル
メ
も
多
彩

北海道謎解き空旅　第１弾発売
初回は千歳が舞台　開港100年記念

ＳＯＲＡＯＮホームページのトップ画面。

12 組のアーティストが登場予定です。

千歳を舞台にした「北海道謎解き空

旅」第１弾
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空
港
や
機
内
で
謎
解
き
を
し
な
が
ら

旅
行
を
楽
し
め
る
周
遊
型
の
ゲ
ー
ム

キ
ッ
ト
「
北
海
道
謎
解
き
空
旅 

」
は
、

エ
リ
ア
を
移
動
し
な
が
ら
謎
や
ク
イ
ズ

を
解
い
て
い
く
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
で
す
。
通
信
ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
特

設
サ
イ
ト
を
使
い
、
答
え
を
入
力
し
て

進
行
し
ま
す
。
第
１
弾
は
開
港
１
０
０

年
を
題
材
に
、
空
港
や
Ｊ
Ａ
Ｌ
機
に
隠

さ
れ
た
謎
を
解
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ー

リ
ー
で
す
。
千
歳
と
空
港
の
歴
史
も
学

べ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
と
千
歳
市
は
２
０
２
１
年
、

双
方
の
持
続
的
な
発
展
を
目
的
に
連
携

協
定
を
締
結
し
、
人
事
交
流
な
ど
を

行
っ
て
き
た
こ
と
が
、
企
画
・
販
売
の

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ト
は
１
セ
ッ
ト
税
込
み

２
４
２
０
円
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
公
式
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｊ
Ａ
Ｌ　

シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
」、
羽
田
空
港
保
安
検
査
場
内
の

販
売
店
「
Ｊ
Ａ
Ｌ　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ
」
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

千
歳
市
美
笛
の
「
ち

と
せ
美
笛
キ
ャ
ン
プ

場
」
が
４
月
25 

日
午

前
11
時
か
ら
、
今
季
の

営
業
を
開
始
し
ま
し

た
。
利
用
に
つ
い
て

は
、
キ
ャ
ン
プ
場
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

同
キ
ャ
ン
プ
場
は
観

光
連
盟
が
市
の
指
定
管

理
者
と
し
て
運
営
し
て

い
ま
す
。
支
笏
湖
を
望

み
、
樹
齢
数
百
年
の
巨

木
に
囲
ま
れ
た
場
所
に

立
地
す
る
な
ど
、
雄
大
な
景
色
を
楽

し
め
る
こ
と
が
魅
力
の
同
キ
ャ
ン
プ

場
。
支
笏
湖
畔
の
風
光
明
媚
な
景
色

と
静
か
な
雰
囲
気
が
、
千
歳
市
内
を

は
じ
め
札
幌
市
内
、
道
内
外
の
愛
好

者
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

５
月
の
大
型
連
休
を
前
に
し
た
利

用
予
約
を
開
始
で
す
。
場
内
に
は
駐

車
場
２
０
０
台
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト

１
５
０
カ
所
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

家
族
や
友
人
と
の
宿
泊
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
、
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

利
用
に
際
し
て
は
ペ
ッ
ト
の
放
し

飼
い
禁
止
、
午
後
９
時
以
降
の
大
声

で
の
談
笑
や
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
音

量
を
抑
え
る
、
直
火
は
禁
止
で
す
。

焚
き
火
台
・
脚
付
き
コ
ン
ロ
等
の
器

具
を
ご
使
用
し
、
炭
が
下
に
落
ち
な

い
よ
う
配
慮
す
る
な
ど
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
が
快
適
に
使
え
る
よ
う
、
い

く
つ
か
の
注
意
事
項
を
お
守
り
い
た

だ
き
ま
す
。

　

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
間
は
午
前
11
時

か
ら
午
後
７
時
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時

間
は
午
前
７
時
か
ら
同
10
時
ま
で
。
料

金
は
宿
泊
が
市
内
大
人
１
０
０
０
円
、

同
子
ど
も
５
０
０
円
。
日
帰
り
は
市
内

大
人
５
０
０
円
、
同
子
ど
も
２
０
０
円

で
す
。
同
キ
ャ
ン
プ
場
サ
イ
ト
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。
電
話
で
の
予
約
は
受
け

付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
千
歳
水
族
館
で
、

恒
例
の
サ
ケ
稚
魚
放
流
体
験
が
始
ま
り

ま
し
た
。
休
日
と
も
な
る
と
多
く
の
家

族
連
れ
が
訪
れ
、
話
し
た
稚
魚
の
回
帰

を
願
っ
て
、
手
を
振
っ
て
見
送
る
子
供

の
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

入
館
者
が
対
象
の
春
恒
例
の
行
事
で

す
。
参
加
者
は
館
内
２
階
自
習
室
に
人

工
ふ
化
放
流
事
業
や
サ
ケ
の
旅
に
つ
い

て
パ
ネ
ル
で
学
ん
だ
後
に
、
館
外
小
川

で
サ
ケ
稚
魚
を
放
流
し
ま
す
。

ちとせ美笛キャンプ場

25日から予約受け付け開始

　
千
歳
水
族
館

　
稚
魚
放
流
始
ま
る

　
サ
ケ
稚
魚
元
気
に
川
へ

水と緑に囲まれたキャンプ場が今

年も営業を開始します



　編集後記

４

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

中
心
市
街
地
で
は
古
い
建
物

が
取
り
壊
さ
れ
、
続
々
と
マ
ン

シ
ョ
ン
や
商
業
ビ
ル
が
建
設
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
る
で
ま
ち
の

躍
動
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
「
新
陳
代
謝
」
に
よ
り
地
域

が
生
ま
れ
変
わ
る
期
待
感
と
、

懐
か
し
い
景
色
が
消
え
て
い
く

寂
し
さ
と
が
入
り
混
じ
っ
た
、

な
ん
と
も
不
思
議
な
思
い
が
し

ま
す
。

　

春
は
芽
吹
き
の
季
節
。
木
々

の
芽
が
ふ
く
ら
み
始
め
、
葉
を

大
き
く
広
げ
、
花
を
咲
か
せ
よ

う
と
準
備
す
る
今
こ
の
時
期

が
、
千
歳
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を

予
感
さ
せ
る
現
在
と
重
な
る
の

は
、
編
集
子
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

大
型
連
休
か
ら
千
歳
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
が
本
格
化
。
大
き
な

変
化
の
時
代
に
、
観
光
産
業
の

一
層
の
飛
躍
に
も
期
待
が
か
か

り
ま
す
。（
ひ
）

　

小
川
で
は
コ
ッ
プ
に
入
っ
た
稚
魚

を
、
川
に
設
け
ら
れ
た
管
に
流
す
よ
う

に
し
て
放
ち
ま
す
。
水
に
放
た
れ
た
稚

魚
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
泳
ぎ
回
り
、
や

が
て
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
は
「
元
気
で
ね
」「
戻
っ

て
き
て
ね
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
、
稚

魚
が
泳
ぎ
去
る
姿
を
見
守
り
ま
し
た
。

　

５
月
11
日
ま
で
毎
日
開
催
。
実
施
時

間
は
午
前
11
時
～
同
20
分
、
午
後
２
時

～
同
20
分
の
１
日
２
回
。
放
流
自
体
は

無
料
で
す
が
、参
加
に
は
入
館
（
有
料
）

が
必
要
で
す
。

　

▼
第
45
回
千
歳
Ｊ
Ａ
Ｌ
国
際
マ
ラ

ソ
ン
６
月
１
日
、
青
葉
公
園
な
ど
）

千
歳
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
日
本
航
空
、

北
海
道
新
聞
社
主
催
。
観
光
連
盟
な

ど
後
援
。
青
葉
公
園
内
を
起
点
に
、

新
緑
の
林
道
、
千
歳
川
沿
い
、
支
笏

洞
爺
国
立
公
園
内
の
豊
か
な
自
然
の

中
で
ラ
ン
を
楽
し
み
ま
す
。
フ
ル
、

ハ
ー
フ
、
３
キ
ロ
の
各
種
目
を
展
開
。

　

▼
第
７
師
団
創
隊
お
よ
び
東
千
歳

駐
屯
地
創
立
記
念
行
事
（
５
月
25
日
、

千
歳
市
祝
梅
・
陸
上
自
衛
隊
東
千
歳

駐
屯
地
）
第
７
師
団
司
令
部
が
所
在

す
る
陸
上
自
衛
隊
東
千
歳
駐
屯
地
で

毎
年
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
。
第
７
師

団
は
日
本
で
唯
一
戦
車
を
中
心
と
し

た
編
成
の
部
隊
で
、
２
０
０
両
以
上

も
の
戦
車
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
戦

車
が
行
進
す
る
観
閲
行
進
は
大
迫
力

で
、
毎
年
道
内
外
か
ら
フ
ァ
ン
が
来

場
し
ま
す
。

　

▼
支
笏
湖
チ
ッ
プ
ま
つ
り
～
第
75
回

支
笏
湖
湖
水
ま
つ
り
（
７
月
５
日
、
支

笏
湖
温
泉
園
地
）
例
年
は
、
６
月
に
解

禁
に
な
っ
た
支
笏
湖
チ
ッ
プ
の
塩
焼
き

を
数
量
限
定
で
販
売
し
、
音
楽
ラ
イ
ブ

な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
行
事
を
は
じ
め
、
環

境
に
優
し
い
自
動
車
展
示
な
ど
を
行

な
っ
て
き
ま
し
た
。
チ
ッ
プ
の
釣
果
に

よ
っ
て
は
中
止
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

▼
２
０
２
５
ス
カ
イ
ビ
ア
＆
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
（
７
月
19
～
21
日
、
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
つ
ど
い
の
広
場
、
お
ま

つ
り
広
場
、
緑
の
広
場
）。
地
元
に
立

地
す
る
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
北
海
道
千
歳
工

場
産
の
ビ
ー
ル
で
喉
を
潤
し
な
が
ら
ヨ

サ
コ
イ
チ
ー
ム
の
演
舞
を
楽
し
む
、
千

歳
の
夏
祭
り
の
皮
切
り
と
な
る
大
イ

ベ
ン
ト
。
ス
テ
ー
ジ
で
の
イ
ベ
ン
ト

や
、
飲
食
も
多
数
の
テ
ン
ト
や
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
が
出
店
予
定
。
６
月
21
日
か
ら

は
、
抽
選
券
付
前
売
り
飲
食
券
（
１
枚

１
０
０
０
円
）
の
販
売
も
、
千
歳
市
役

所
観
光
課
、
千
歳
商
工
会
議
所
で
開
始

し
ま
す
。

　小川にサケの稚魚を放す参加者


